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琴平バス株式会社
代表取締役（コトバスグループCEO）
楠木泰二朗 様(クスノキタイジロウ様)

2024年2月下旬に本学で実施したキャリアアップセミナー（観光振興・地域創
生）にコトバスグループの楠木CEOを招聘したことをきっかけに、大学生に対して
琴平の人たちと深く関わりながら観光地としての価値や可能性を考えてもらい、
さらには地方創生についても考える機会を提供したいと考えていたコトバスグ
ループからの協業オファーを受け、観光商品・旅行業ビジネス・地域創生 ✕ マー
ケティングをゼミテーマとする山川ゼミとのプロジェクトがスタートした。

学生たちの地道な集客活動の結果、４人の参加者を集めることができ、現地で
のコーディネーションもしっかりと行うことができた。今回の活動を通して、学生た
ちは、社会人基礎力（前に踏み出す力、チームワーク、考え抜く力）の総合的な
育成をはかることができたと考えている。来年度も、山川ゼミでの基幹的なプロ
ジェクトとして、しっかりと振り返りを行いながらブラッシュアップを重ねていきた
い。
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現地との調整から参加者の募集、期間中のコーディネーションまでのすべてを主
体的役割をもって取り組む。また取り組みを通して、学生自身が琴平町の関係
人口になれるようにする。

この活動は、山川ゼミの基幹プロジェクトとして実施されるもので、「琴平で働きながら学び、地域の人とつながる旅」とし
て計画された。旅先でのアルバイトや「おてつたび」の仕組みなどとは異なり、｢仕事の対価を賃金として考えない｣代わり
に経験や人との繋がりを持って帰ってもらうという、「新しい価値交換の仕組み」を構築し実行します。参加者はそれぞれ、
地元の商店や施設での業務を手伝いながら地元の人たちと関わる中で、観光地琴平の魅力や可能性、課題を考えるとと
もに、地方創生について学ぶ機会とします。
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琴平バス株式会社を中核とするコトバスグループとの協働により、大学生を主ターゲットとする琴平町での関係人口創出
プランの新規立案と実行に山川ゼミが関わり、観光マーケティングならびに地域創生への学びを深める。ターゲットとなる
一般的な大学生に対し、観光目的でなく関係人口になることを目的としたツアーの価値をどのように伝え、実際の集客に
結び付けられるのかについて、実践的なプロジェクトを介して学ぶ。


